
祓王のはなし  
 

 

（粉河町の伝説)  

県立粉河高校の東の方に「舞田」ちゅう地名が残ってるんやが、なんでそんな風流な地名が残

されてるんか、そのお話をしようかの。  

むかしむかし．この粉河のあたりに争いがあっての、敵味方に分かれて戦ったそうな。  

その時、一人の若者が生け捕りになって、牢屋へ閉じこめられたんやと。  

けど、その番人をしてた人が、素直な心をもったこの若者にいたく同情して、ある晩、牢を開

けて逃がしてやったんやしょ。この牢番をしてた人は、なかなか立派な人だったらしく、この

若者の人柄やその考えなどを見聞きするごとに、死罪に処せられるにはいかにも惜しいと思う

ようになったわけや。  

自分はもう老い先は短かいけど、もしこの若者を逃がしてやったら、やがて世の中の為になる

じゃろ…と考えたんやろな。  

それにしても、重罪人を逃がしたとあっては、牢番の責任は重たいわな。  

今度はあべこべに番人の方が牢に入れられ、明日はいよいよその首が切られることにきまった

んやとい。  

風の便りでこのことを知ったのが娘の祇王で、この人は都の舞姫として知らぬ人もないはど有

名やった。  

それが取るものも取りあえず粉河へ戻ってきて「どうぞ一目だけでも父に会わして下され…」

と泣いて牢の番人に頼んだんやと。そしたら牢番人は「重罪人やよって会わすことならんけど、

お前が得意の舞を舞って見せてくれたら会わせちゃら」ていうんやしょ。泣く泣くも父に会い

たい一心で、祇王は舞ってみせたんや。  

そいで父に会うことが出来た。牢の外と内との悲しい対面やったが、父は  

「わしは将来ある若者を逃がしてやったことに悔いはない。人を助けるのは仏様の行いじゃ。

それをなしたうえは、もういつ首を切られてもええ。ただただ観音様にお祈りしてくれよ。」

というてハラハラと涙を流すばかりやったと。  

いよいよ首を切られる時がきて、二人は一生懸命に観音さんを念じてた。刀がふり落されよう

とする時、ピカッと稲妻が光って首切り番人が思わず手を離すと、下へ落ちた刀はポキンと二

つに折れてしもた。  

あまりの不思議さに父は許され、父子ともども喜んで戻っていったそうな  

それから祇王の舞ったところを「舞田」と呼ぶようになったんやと。  

 
 



     

帳落し観音  
 

 

（かつらぎ町の伝説）  

かつらぎ町ちゅうとこは随分広いとこやな、う～んと縦に長い町や。  

そいで北は、大阪府の和泉市と境を接してるんやが、そこに平の大久保

ちゅう在所があるんや。  

もう人里離れたさみしいとこやが、それでも秋も深まると、名物の柿がどっさりとなって、

もう在所中が朱にそまったようになるんやしょ。  

ここに定福寺ちゅうお寺があるんやが、この本堂は、一般には「八ツ割堂」といわれてな、あ

のハギの木が大きうなったのを八つに割って使ってあるちゅうことや。このお寺は、どんと昔

の元正期（七一五～七二三）の開創ちゅうから、古いもんやの。  

それはそうとして、ここのど本専は十一面枚音さまやしょ。  

背丈五尺七寸三分（約一・七メートル）やよって、ほぽ等身大やけど、行基の作やと伝えられ、

なかなか立派なもんやで。  

ところが不思議なことに、この観音さんは筆と帳簿を手にしたはんね。  

その訳ちゅうのがこらまた面白いで。  

実はこの枚音さんは、ものすごう頭がようておまけに口もたったんやて。  

そいで同じ観音さんの集まりでも一目置かれてたそうな。  

ある時のことに、日本中の主なる観音さんが集まってな、西国三十三カ所の札所になる観音さ

んを決めることになったんやと．  

そいで定福寺の観音さんが、まぁ今日で云う議長にならはったんや。そいでな、次々と順番を

決めていくことになったんやけど「ええっと、一番は、どこにするかのう」ちゅうところで、

もうモメだしたんや．  

誰でも一番の札所にしてほしいわな、あれこれモメてどうにも決まらんよって、議長役の定福

寺の観音さんに決めてもらうことにしたんや、そしたら「まず伊勢へお参りした人が、足をの

ばしてお参りでけるところと云えば、これは紀州は那智の青岸渡寺というとこやな…、それか

らっと、二番は紀三井寺はんやろ、そいで三番は粉河寺…つと」  

頭のええ観音さんやよって、道すじを考えながら次々に決めていかはった、けど肝心の自分の

とこを入れるのを忘れてもたらしいわ．  

そいでこの観音さん、今でも「帳落し観音」と呼ばれて、筆と帳面をぶら下げてるんやと。  
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□閉会式　　　　　　　　　　　司　会　　　　　　　　　　　　東　　敬二
□概　評　　　　　　　　　　　ゼネラルリーダー　　　　　　　大澤　徳平
□次期ホストクラブ発表　　　　ガバナー　　　　　　　　　　　前窪　貴志
□次期ホストクラブ会長挨拶　　高野山ロータリークラブ会長　　古沢　憲治
□閉会の言葉　　　　　　　　　ＩＭ副実行委員長　　　　　　　吉田喜代司
□手に手つないで』　　　　　　　　全員で
□閉会点鐘　　　　　　　　　　ホストクラブ会長　　　　　　　平原　祥彰



　　       概　評
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　大澤ゼネラルリーダー

　　　　何も言う事御座いません。素晴らしいＩＭでした。
　　　梅田先生から私が堺から来ているという事をご存じで、堺のクルミ餅の
　　　宣伝までして頂いて、本当に何も言う事御座いません。
　　　　堺の方がずっとずっと田舎で御座います。
　　　粉河は素晴らしい、センスがいい。
　　　　もう何も言う事御座いません、ありがとうございました。
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